
来
及
覚
、
左
顧
勅
中
厨
、
促
令
解
親
銀
、
慌
英
使
稽
留
、
瞭
鵡
設
客
出
、

趨
、
議
客
亦
不
議
、
足
不
掻
門
柄
、
取
婦
得
如
比
、
野
義
亦
不
如
、
能
日

勝
一
大
丈
夫
‘
(
玉
革
新
一
部
一
・
挺
府
詩
集
一
ニ
セ
)

住
記
〕
間
四
一
付
。
始
め
八
匂
は
、
後
。
勾
と
意
味
上
連
絡
せ
ず
、
相
和
歌
で
い
う
出

で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
八
匂
の
中
、
一
一
終
m
y
p
ニ
匂
を
除
〈
六
勾
は
、
楽
府
詩
集
五

七
に
引
〈
歩
出
夏
門
行
古
辞
の
末
に
、
そ
り
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
歩
出
裏

門
行
。
方

k
h叩
い
て
は
、
そ
の
六
侍
が
意
味
上
・
沢
一
P
I
べ
か
ら
ざ
る
位
置
を
占
め
て
い

る
。
明
。
権
問
所
件
。
古
楽
苑
一
九
に
い
う
、
制
慨
西
朽
の
始
め
八
匂
は
、
歩
出
夏
門
行
古

辞
に
続
〈
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
。
従
う
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
一
。
隣
西
行
は
そ
の
歌
い

始
め
に
お
い
て
、
歩
出
夏
門
符
古
辞

O
末
尾
を
艶
と
し
て
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
と
思

A
ノ。

日
〔
一
議
書
〕
大
嬬
織
語
、
師
、
次
作
一
札
前
哨
中
婦
織
流
哉
、
小
橋
無
所
潟
、
評

作
、
枚
一
誌
上
高
賞
、
何
千
、
一
丈
人
旦
安
坐
、
お
ふ
U
X
調
統
一
方
来
央
、

hrw一誠一際

的
活
(
柴
府
詩
集
-
三
回
、
相
準
装
尾
、
柴
府
一
詩
集
一
一
一
五
、
長
安
有
狭
斜
一
行
末
尾
、
玉

翠
新
一
部
一
、
棺
逢
狭
路
間
行
末
尾
)

〔
注
記
〕
楽
府
詩
集
一
一
一

O
、
平
謡
曲
。
解
題
に
お
い
て
、
こ
の
部
分
去
と
〈
に
一
一
一
掃
髄

詩
と
い
い
、
時
に
は
こ
の
部
分
し
だ
け

4

独
立
し
て
一
歌
わ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
よ
し
、
記
さ

れ
て
い
る
。

M
〔
灘
歌
壇
句
〕
腕
歌
展
妙
鶴
、
議
曲
此
令
静
…
、
ハ
古
楽
苑
三
二
〉

。
日
〔
酷
歌
線
数
行
山
日
出
東
南
隅
、
照
我
泰
民
楼
、
秦
氏
有
野
女
、
自
名
鶏
羅
致
、
去

一
去
、
〈
以
下
省
略
)
(
宋
毒
機
忠
一
一
一
、
作
踏
歌
羅
数
行
、
玉
葱
新
詠
一
、
作
日
出
東
南
隅

行
、
擬
府
詩
集
二
入
、
作
陪
上
桑
、
一
声
、
一
日
踏
歌
羅
敷
行
、
太
平
御
覧
八
二
五
、
安

藤
部
五
、
作
古
鱗
歌
、
)

時
〔
吉
踏
歌
〕
孔
雀
東
飛
、
苦
惑
無
衣
、
潟
君
作
妻
、
中
心
側
悲
、
夜
夜
織
作
、
不
得
下

機
、
一
一
一
日
載
疋
、
尚
一
百
五
向
謀
、
(
太
平
御
覧
八
二
六
、
資
産
部
品
ハ
・
古
楽
苑
五

O
)

附

6

〔
後
漢
焦
仲
州
問
委
劉
民
、
科
姑
所
温
、
時
人
傷
之
、
作
詩
田
、
)
孔
雀
東
南
飛
、
五

箆
一
俳
抑
制
、
十
一
日
一
能
織
綿
、
十
四
事
裁
衣
、
十
五
弾
器
様
、
十
六
一
一
調
書

鵡
婦
、
心
中
常
苦
悲
一
、
君
翫
潟
府
史
、
守
節
情
不
移
、
難
鳴
入
機
織
、

夜
夜
木
得

識

中

沼

故

人

、

二

、

人

部

一

六

〉

議
新
一
部
一
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
焦
仲
卿
妻
は
、
文
字
に
若
干
の
異
同
が
あ

る
ほ
か
に
、
「
守
節
情
不
移
い
の
次
に
、
「
賎
安
守
空
一
房
、
相
見
常
日
稀
」

O

ニ
句
が
あ

り
(
た
だ
し
同
じ
五
夜
新
一
部
で
も
、
覆
宋
明
刊
本
は
こ
の
一
一
匂
を
山
間
〈
)
、
「
君
家
帰
難

為
」
の
あ
と
に
、
七
十
匂
の
挿
入
が
あ
り
、
「
交
交
象
牙
態
」
以
下
の
末
尾
の
悶
匂
を
、

「
特
簾
ム
ハ
七
十
、
続
碧
青
赫
縄
、
物
物
各
自
具
、
穂
穏
和
其
中
、
人
賎
物
亦
齢
、
不
足

迎
後
人
、
」
に
作
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
轟
丈
頼
莱
に
載
せ
る
焦
仲
脚
要
は
、

こ
の
も
の
が
た
り
う
た
が
完
成
さ
れ
て
い
く
過
程
。
姿
を
、
あ
る
で
い
ど
示
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
嘉
文
類
部
作
に
い
う
「
成
持
金
構
光
」
は
、
玉
夜
新
詠
に
い
う

「
法
務
自
生
光
」
と
異
な
り
、
主
義
新
一
部
に
は
見
ら
れ
な
い
「
交
丈
象
牙
飾
品
、
一
古
河
」
O
匂

も
欝
女
顎
棄
に
は
一
ボ
さ
れ
て
い
る
が
、
護
丈
顎
莱
記
載
。
形
で
歌
わ
れ
た
も
の
も
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
太
平
御
臨
却
に
護
丈
類
棄
と
同
一
の
匂
が
間
引
か
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
明
か
に
さ
れ
る
。
太
平
御
覧
に
い
う
。

古
詩
日
、
妾
有
繍
腰
獄
、
政
務
金
鰻
光
。
ハ
太
平
御
菅
六
九
五
、
服
章
部
一
一
一
、
)

、
へ
内
、
、
、
、

古
詩
日
、
交
文
象
牙
続
、
腕
斡
青
山
緋
縮
。
(
太
平
練
費
七

O
五
、
叩
服
用
部
七
、
〉
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O
昭
和
三
十
年
度
漢
文
学
会
総
会
次
第
(
六
月
十
九
日
)

八
訴
究
発
表
之
部

V

一
、
神
宮
文
庫
本
「
五
行
大
義
背
-
証
」
に
引
存
す
る
東
宮
切
綴
侠
文
に
つ
い
て

中

村

嘩形

暢

沢

利

木

移

次忠夫八

氏見氏氏

一
、
魯
人
精
神
と
宋
人
精
神
に
つ
い
て

一
、
稽
康
の
声
無
哀
楽
説
に
つ
い
て

一
、
担
和
歌
辞
じ
み
る
歌
謡
文
学
の
特
性

鈴水



一
、
論
語
と
日
本
文
学
1
i
a引
用
文
の
源
流
に
っ
か
て
の
考
察
i
i

新一議松

一
、
「
哀
公
開
於
有
者
」
撃
の
解
釈
に
つ
い
て

て
太
宰
春
惑
の
詩
文
論

〈

総

会

之

部

V

一

、

議

事

O
庶

務

報

告

緒

形

委

員

。

編

輯

報

告

今

井

委

員

。

会

計

報

告

鎌

田

委

員

一

。
昭
和
三
十
一
年
度
漢
文
学
会
総
会
次
第
一
円
六
月
十
七
日
}

八
研
究
発
表
之
部
V

一

、

ト

静

づ

印

紙

麓

い

の

一

考

察

青

木

木

菟

哉

て

様

相

代

小

説

の

ロ

マ

ン

チ

シ

ズ

ム

一

と

庶

民

に

つ

い

て

内

山

知

也

一

、

競

歌

に

つ

い

て

ミ

鈴

一

木

修

次

一
、
現
官
玄
学
の
系
譜
に
関
す
る
一
考
察
l
j荊
州
の
学
と
そ
の
波
及
す
る
と
こ
ろ

l
j

加

賀

栄

治

兵

安

居

香

山

氏

新

薬

保

秀

氏

今

井

宇

三

郎

氏

松

下

車

氏

小

林

明

氏

一
、
荘
子
よ
り
列
子
へ
の
寅
帝
説
の
腰
路

一
、
正
平
版
論
語
源
流
の
一
-
考

て
五
行
の
数
に
つ
い
て

て
王
世
貞
の
古
文
辞
説
脱
化

。
講
競
市
文
一
尚
需
に
つ
い
て

昭

和

二

九

年

度

会

計

報

告

議
瓶

入
一
般
会
員

八

O
名一mm-

一
三
名

学先
年
度
迄
の
遅
納

英
語問下

一 保

忠郎秀

一窓口
t
d
q
s
a
e
e
 

一
、
・
八

0
0

間

C
C

鴎
、
六

C
C

し明、「ノヘ
H

一

円
/
〆

1
4
L
f
L

4

a

品

4

、
、
、
}
ノ
ヘ
も
ノ

一

て

一

刀

/
f
L

一tw 氏氏氏

雑
誌
広
告
料

利

子

合
支

前
期
繰
越
金

慶

弔

費

会
報
発
行
費

通

信

計-

出
前
期
赤
字
に
付
、

事

務

用

品

雑

費

ムロ
差

引

O
学
会
月
例
会

。
十
月
例
会

氏 託 氏

引
川

一O
、
0
0
0

一
六
一六一

ーよ」

ノ、

二
九
回

一一一四五

四
五
、

0
0
0

一
O
、
四
九
一

一
、
一
九

O

二
、
八
一

O

六
三
、
ご
一
一

O

(
一
)
一
、
七
六
九
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賀

氏

栄

。
十

J

月
例
会
(
ナ
九
日
〉

内
耳
目
覚
。
同
ご
め
O
B
H
M
O
ロ
門
出
口
吉
丸

1
5ロ
2
庁

Z
K
F
H
H
O
山口付

n
E
g
g
-

S
E・
絞

井

健

一

内

野

熊

一

郎

。
月
一
例
会
(
十
七
日
)

中
間
仏
教
協
会
編
一
「
現
代
仏
学
」

吉
岡
一
義
農
民

月
開
会
一
一
年
一
月
一
二
十
八
日
〉

東
洋
思
恕
研
究
第
六

〆〉

し、

持て Fミ

氏氏

IJ:I 

j毛

)r~ 

!!:Fl. 

氏

f宇1

ホ4

Z也3
と耳ヨ

氏

J¥ 



発
表
会
諮
款
の
分
野
説
に
つ
い
て

O
二
月
例
会
ハ
十
八
日
〉

雑
誌
会
「
歴
史
研
究
」
に
見
え
る
胡
適
批
判
に
つ
い
て
今

発

表

会

論

語

為

政

篇

の

孝

乎

惟

に

孝

つ

い

て

一

小

O
十
一
月
例
会
ハ
二
十
四
日
〉

発

表

会

扶

字

考

問

。
十
二
月
例
会
(
十
五
日
〉

雑
誌
会
諜
代
白
虎
観
宗
教
会
議
与
神
学
法
典
出
虎
通
義

ハ
侯
外
欄
鵬
、
)
麗
史
研
究
ア
九
五
六
、
五
〉

中
閣
の
仙
人

i
i抱
朴
子
の
思
想
1
1
(村
上
嘉
実
、
サ
i

思木

鎖在

国

ホ井野

--'.，. 
/、

会会

静香

村

部

二

郎

関

小原

政悦

i!Hib関

ハ
文
化
、
武
内
博
士
紀
念
号
〉

結

形

相

初

夫

月

真

讃

発
表
会
「
北
」
音
考

。
五
月
例
会
ハ
十
八
詩
〉

正明郎，f

、，l
 

向
日
目次山'AH~ 穂

氏民民氏記氏氏氏民氏

発
表
会

お
け
る
仮
借

つ
前水い

て
し一

野 沢

の
関
係

し
て

l
i

一
、
包
金
文
学
の
成
立

一
、
婚
姻
の
年
令
時
月
に
関
す
る
一
土
鄭
論
の
研
究

一
、
苛
予
の
教
育
思
想

}
、
王
弼
の
思
想
研
究

て
介
詞
の
研
究

て
先
秦
道
徳
思
想
に
お
け
る
思
惟
様
式
の
発
瑛

飯

1
1
1
そ
の
表
現
精
神
に
及
ぼ
せ
る
仏
教
思
想
の
影
響

j
i

一

、

別

天

去

私

考

河

}

、

韓

非

の

法

治

主

義

と

其

の

限

界

一

菊

一

、

民

原

研

究

草

一

、

菅

原

道

真

の

詩

に

つ

い

て

設

一

、

詩

経

に

顕

れ

た

る

民

俗

生

活

に

つ

い

て

千

一

、

李

卓

苦

思

想

研

究

中

藤松英一

民民

昭
和
三
十
一
年
度
学
部
卒
業
生

一

、

つ

い

て

て
部
達
夫
研
究

烏宇

野平田 実;集中野田

野喜:

義武 俊洋

江岩伊飯高戸木 )11央大

野h
Aミ

村

叡

ふ

1

4

1

1

ふゲ

tl、にい

井

開

橋一

発

表

会

呉

歌

西

山

に

お

け

る

に

つ

い

て

O
一
月
例
会
(
昭
和
三
十
二
年
一
月
十
九
日
〉

雑
誌
会
最
近
の
中
閣
に
お
時
る
五
一
充
の
評
偶
に
つ
い
て
(
歴
史
研
究
、
哲
学
研
究
)

脅
践
に
つ
い
て

2
A倉
山
学
院
記
要
、
第
二
一
輯
V木尽川

発
表
会
鄭
玄
訓
訪
に
関
し
て

C
二
月
例
会
(
十
六
日
〉

雑
誌
会
椴
樹
達
「
論
語
疏
」
一
に
つ
い
て

発

表

会

釈

春

O
四
月
例
会
(
二
十
日
〉

雑
誌
会
木
村
英
一
氏
?
中
国
国
有
の
思
想
に
一
於
け
る
捨
身
と
祈
り
と
に
つ
レ
て
」

(
同
志
社
大
、
第
一
ず
}
輯
〉

震
択
後
郎
氏
「
支
那
ー
古
代
に
於
け
る
合
理
的
思
惟
の
展
開
」

(
同
右
、
第
四
輯
〉

佐
藤
武
敏
氏
「
鄭
の
子
産
に
就
い
て
」

田見出1藤塚

臨利久洋和潤真房虎秀

岩手忠

氏氏

夫

刑
判

モヨ久一連明志郎 J~~ 昭

君話菜j-君君君君君君
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郎 t金泳次浩勉

君
明
ん
判

耳
小
平君



一

、

鄭

の

子

産

に

関

す

る

二

考

察

ィ

島

一

、

了

玲

論

一

間

て

講

周

易

疏

論

家

義

記

残

巻

に

関

す

る

研

先

原

て

伝

習

録

考

村

田

j
i王
陽
明
に
お
け
る
大
学
の
横
物
致
知
識
を
中
心
に
し
て

i
i

て

唐

代

伝

奇

小

説

の

研

究

安

居

て

「

蝕

」

三

部

作

に

つ

い

て

三

五

一

、

日

本

近

世

儒

学

史

研

究

士

一

宅

!
i新
井
出
石
を
め
ぐ
っ
て

1
i

て
韓
非
子
研
究

て
荘
問
の
突
夜
観
と
そ
の
展
開

O
昭
和
三
十
二
年
度
漢
文
学
関
係
講
義

山
一
般
教
器
科
目

小

林

教

授

鎌
田
助
教
授

一
般
語
学

牛
島
助
教
授

，，j
 

宇
d

，，北

浦

講

師

附
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